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速い昔のことでした。相模(さカ、み)の国大磯 に「虎御前」という遊び女(あそびめ)カ、おりました。

恋人の曽我一|ー郎祐成は優しく、りりしい浩武者でした。

しかし 二 人には悲しい別れが待っていました。父の敵工藤祐経を討ちとった祐成が、仁田四郎の手に

かか って枇後をとげたのです。

その時lえ御前は19歳。黒髪をおろして尼になり、思い出を胸に諸国の寺々を巡る旅に出ました。太郎

山のふもと眉間林は、善光寺へ恋人の形見を納めた虎御前がしばらく庵を結んだ跡 ということです。
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市民の動き
(11月1日現在)

給、人口 110，424人 ( +25) 

男 53，880人 ( +24) 

女 56，544人 (+ 1) 

世帯数 32，498i並1ii (+ 25) 

() r人1Ij:Ij:j JJ上ヒてす 3
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浄水場の
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市
水
道
局
で
は
、
染
屋
浄
水
場
の
ち

ん
で
ん
池
か
ら
で
る
泥
水
を
処
理
す
る

た
め
、
昨
年
か
ら
総
工
費
二
億
四
千
七

百
万
円
を
資
や
し
て
排
水
処
理
施
設
の

建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
全
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、

水
質
汚
濁
法
の
規
制

に
基
づ
い
て
建
設
し
た
も
の
で
、
加
圧

脱
水
機
に
よ
り
、
一

日
二
百
六
ト
ン
の

泥
水
を
二

・
四
ト

ン
の
泥
の
か
た
ま
り

に
し
て
し
ま
う
能
力
を
備
、之、

俺
用
水

量
の
増
、
え
る
夏
場
で
も
泥
水
を
完
全
に

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
の
特
色
は
、
布
の
聞
に
泥
水
を

は
さ
み
、
水
圧
で
水
分
を
し
は
り
と
る

加
圧
脱
水
装
置
で
す
が
、
完
全
に
自
動

化
さ
れ
、
電
気
操
作
室
で
逆
転
状
況
が

一
目
で
わ
か
る
の
も
特
徴
で
す
。

現
在
、
ち
ん
で
ん
池
か
ら
一
日
平
均

百
五
十
ト
ン
の
泥
水
い
か
出
て
い
ま
す
が

こ
の
泥
水
を
、
濃
縮
そ
う
に
ポ

ン
プ
で

送
り
、
六
ト
ン
の
泥
水
に
濃
縮
し
、
加

圧
脱
水
機
で

0
・
八
ト
ン
の
泥
の
か
た

ま
リ
に
し
て
い
ま
す
。

脱
水
し
た
泥
の
か
た
ま
リ
は
、
現
在

浄
水
場
内
の
整
備
に
使

っ
て

い
ま
す
が

農
地

へ
環
元
す
る
方
針
で
、
同
場
内
に

四
十
平
万
灯
の
実
験
地
を
つ
く
り
、
楠

木
や
芝
を
使
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
ま

す。

レ
口
皿
日
也
支
一

叫 w
v 

完全に 自動化された排水処理施設の運転状況や故障個

所が一目でわかる「中央操作盤」が、電気操作室に備

えつけられています。

トいこの‘
ンっとカ、目覚
でたがた水
て感でま機
L、じきりてる
までる 。水

すす状手介
。態でを

こで軽し
σ〉 、くほ?
泥湿lまり
が つろ取
現たぼ っ
在庭ろた
ーのと後
日土かの
0.6とく泥

と'松理fニ‘
の 、場ま脱

研自のり水
究カ庭は機
をパ を 、て・

行な兼農水
つどね地介
てへてにを
いの作還し
ま影 つ元ぽ

す響fこすり
。や実る取

生験方つ
育地針た
状でで泥
況、、の

な芝処カ、

v 
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4

り
な一w修

司一
一耕
一
昨
仏、駅

務
て

努
酬

し

贋
習

と

思

点

乳
児
検
診
、
各
種
予
防
接
種
、
妊
産

誠

一一

婦
講
座
、
健
康
相
談
な
ど
塩
田
地
区
の

予
ヤ
動

幅
広
い
保
健
活
動
の
拠
点
と
す
る
た
め
、

九

活
一

ブ

健
タ

約

一
千
五
百
万
円
を
費
や
し
て
増
改
築

民
保
ン

工
事
を
進
め
て
い
た
塩
田
母
子
健
康
セ

‘am
の
セ

3

区
康

ン
タ
ー
の
指
導
室
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

地
健

ま
し
た
。

因

子
場
母

同
セ
ン
タ
ー
は
、
今
ま
で
、
出
産
を
主

に
運
営
し
て
い
た
た
め
、
保
健
活
動
を

行
う
部
屋
は
狭
ま
く
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
活

動
が
で
き
ず
、
乳
児
検
診
や
各
種
予
防

接
種
な
ど
対
象
者
が
多
い
活
動
は
、
塩

田
支
所
で
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
約
二

百
三
平
方
灯
(
約
六
十
坪
)
と
今
ま
で

の
約
二
倍
と
広
い
指
導
室
の
完
成
に
よ

り
、
名
実
と
も
に
地
域
の
健
康
セ

ン
タ

ー
と
し
て
充
実
し
た
保
健
活
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

塩
田
地
区
の

保
健
活
動
の
拠
点

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
指
導
室
完
成
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青空の下で

楽しい食事

「青空給食」を実施

き
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
で
、
学

校
給
食
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

十
月
に
「
青
空
給
食
」
を
市
立
第
二

・

第
四・
第
五
中
学
校
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
給
食
は
、
毎
日
、
教
室
で
食

べ
て
い
る
学
校
給
食
を
、
た
ま
に
は

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
青
空
の
下
で

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
計
画
し
た
も
の
で
す
。

生
徒
は
、
い
つ
も
よ
り
豪
華
な
献

立
て
の
給
食
を
手
に
、
ク
ラ
ス
ご
と

思

い
思
い
の
場
所
、
校
庭
、
屋
上
、

公
園
な
ど
へ

出
か
け
、
秋
の
日
ざ
し

を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
、
楽
し
い
食
事

の
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

青空の下でグループごとに給食を楽しむ中学生の皆さん

A-t訳 十

*費 十
ごさ手 T
竪んf霊i
志のに金 十
で充 +
実 ↓

国体優勝の

天皇杯・皇后杯展示
<12月 7日岡市役所 l階ロビー〉

* * .. 

↓

石

井
光
一
さ
ん

(
大
手
二

)
の
暖
↓

-
か
い
ご
好
意
で
生
れ
た

「
点
訳
奉
仕一

』
活
動
石
井
基
金
」
は
、
さ
ら
に
、
そ
↑

↑
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
と
昨
年
ト

ト
に
続
き
、
石
井
さ
ん
か
ら
五
百
万
円
十

十
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十

+
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

4

「来
11*1l米
|
嫌
。
書
ー
ー
宇
キ
↓
T
I
T
4
1
L

今までの約 2倍 、203平方メー トル (約60坪)の

大 きさに増築された保健指導室

第 33回国民体育大会で、県選手の膏闘

により勝ち取った男女総合優勝の天皇杯

と女子総合優勝 の皇后杯を次によ り展示

しますのて、ご覧ください。

と き=12月7日附午前10時から午後4時

ところ=市彼舟1階ロビー(応急工事課前)
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基準価格で安信販売
く12月 15日(台一25日(月)>

i;命表示ミカジ奮
え

一】

か
ら
二
十
五
日
間
ま
で
、
青
果
商
組
合

の
ご
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

今
年
は
「
大
分
」
「
佐
賀
」
の
ミ
カ

ン
に
一
定
め
恭
単
価
格
を
設
け
て
取
り

扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

基
準
価
格
の
ミ
カ
ン
に
は
、
そ
の
容

器

へ
⑪
と
表
示
し
ま
す
の
で
、
こ
の
表

示
の
あ
る
ミ
カ
ン
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ミ
カ
ン
の
市
場
価
格
は
、
毎
日
変
動

し
ま
す
の
で
価
格
を
一
定
に
保
ち
、
ミ

カ
ン
の
規
格

(
大
き
さ
)
な
ど
に
よ
り

価
格
に
あ
っ
た
ミ
カ
ン
を
販
売
し
ま
す
。

基
準
価
格
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
価
格
変
動
を
検
討
し
、
青
果
商
組

合
と
話
し
合
っ
て
決
め
ま
す
が
、
取
り

扱
い
手
数
料
を
一

O
%
に
抑
、え
て
い
た

だ
き
、
市
内
の
取
り
扱

い
庖
全
屈
が
同

ー第 780号 (盟?絡協創)一一一広報
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事故や犯罪に注意しよう

く12月いっぱい歳末防犯運動〉

一
価
格
で
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
決
定

し
た
基
準
価
格
に

つ
い
て
は
、
取
り
扱

い
期
間
中
、
間
以

ヘ
ポ
ス
タ
ー
で
表
示

す
る
と
と
も
に
、
有
線
放
送
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
買
え
る
よ
・
つ
配
慮
し
ま
す
。

こ
の
安
値
販
売
は
、
冬
期
間
、
市
の

農
業
地
域
は
生
産
地
か
ら
消
費
地
に
変

わ
る
た
め
、
冬
野
菜
の
出
回
り
量
が
少

な
く
な
り
、
例
年
値
段
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
定
供
給
の
立
場
か
ら

実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
冬
期
安
定
対
策
に
つ
い
て
、
苦

情
や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役

所
二
階
生
活
交
通
課
生
活
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
四

一
O
O内
線

二
七
七
)

吋

}
i
1
3
1
;
l
i
l
t
t
t
i
t
li
-
-
t
i
l
i-
-
t

年
末
年
始
の

ご
贈
答
に

タ
バ
コ
を
ど
う
ぞ

ぼ
月
か
ら

2
月
ま
で
の
土
曜
日

青
果
物
を

「
特
売
品
」
表
示
で
安
定
供
給

ゴ
」
な
ど
、
比
較
的
高
値
の
品
目
の
中

か
ら
取
り
扱
い
庖
が
自
主
的
に
選
び
、

各
居
独
自
の
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

取
り
扱
い
庖
の
対
象
品
に
は
「
特
売

品
」
の
表
示
を
す
る
ほ
か
、
ミ
カ
ン
の

安
値
販
売
と
同
じ
く
協
力
屈
の
ポ
ス
タ

ー
を
屈
頭
に
表
示
し
ま
す
。

市
は
、

青
果
商
組
合
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
青
果
物
の
安
値
販
売
を
十
二
月

か
ら
二
月
ま
で
毎
週
土
曜
日
に
行
い
ま

す
。取

り
扱
う
青
果
物
は
「
キ
ャ
ベ
ツ
」

「
ほ
う
れ
ん
草
」
「
長
芋
」
「
き
ゅ
う

り
」
「
き
の
こ
」
「
ミ
カ
ン
」
「
リ
ン

慌
た
だ
し
い
年
末
は

例
年
、
突
発
的
な
犯
罪

や
交
通
事
故
、
火
災
な

ど
が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し

事
故
や
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
注
意
し

歩
A
F
I
V

よ
、つ。

十
二
月
一
ぱ
い
は
「
歳

末
防
犯
運
動
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う
/
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一
月
十
日
制
ま
で
に
済
ま
そ
う

農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
は
、
申

請
に
よ
り
、
毎
年
、
選
挙
人
名
簿
が
作

ら
れ
、
こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
人
が

選
挙
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
を
作
る
た
め
、
十

二
月
中
に
農
家
の
皆
さ
ん
に
申
請
用
紙

を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
来
年
の
一
月

十
日
附
ま
で
に
、
上
田
市
農
業
委
員
会

へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
月
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
、

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
ず
、
選
挙
の

と
き
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
正
確
に
記
入
し
て
期
限

内
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

え'】一 (5)一一一一昭和53年12月1日 広報

小作料標準価格
(10 a当り年間)

。'"作作年 るめるたの必の日 しりそ作 | 一 〈会一同作でた
内農お料地九現もに「め契要貸施標た、の料市 o選お委日委りに申選
線業聞のも月在のよ小、約)し行準。今後の農 o挙問員に員、農請挙
三委合統、三、でり作契にに借の小 回の標業| 内管合選確会二業書管
三員せ制五十統す、料約よ伴り改作 、経準委| 線理せ挙定で月委に理
七会〉は十日制l。農のをりう ( 正料 上済価員| 五委〉にし縦二員基委
有事 す五以が 業標結決小屋是農は 表事格会| 七員 使て覧十会づ員
線務 べ年前続 委準ぶめ作地地、 の情」てい I 0 会 わ一戸三委ぃ会
②局 て十にい 員価とる料法法四 ょのをは| 有事 れ年供日員てで
O ~ 廃月契て 会格きこは三に十 う変決、| 線務 ま間しか選二は

支さ まEfZ ZL22一会 t霊 長22李l g空 て兵三土TE-
一四 れかれ固 め法安な事許、十 正どし年| 九宮 業月五名十出
)一 手らた十 てのに つ 者可農月 しに手竺 eS⑫ 委三日簿日さ
。 。小小五 い定なた聞が地ー まよ、小| 二四 員十聞をまれ

白パラ “・ .. -~ .. ・候補者等は、有権者が訪問した際、酒食を出すと違反に
可ケ今¥ 、己己斗半・/T'.ん円手台I、
£鎗丞込 3き今さと(/)~夫U 長日 ;なりますのでじゅうぶん注意してください。酒食を出す

'=/~YY\ :ことは、年末年始にかかわらず禁止されています。
¥tL. ... 亡フ._j ~三、
山~ a~ : 
戸別訪問②

1 ，事務所や事務室、家庭ごとに、候補者が名刺などを

置いてあるくことは、戸別訪問と文書制限の違反に・

なります@

2，他の用件で訪問しても、投票の依頼が伴なえば違反

行為となります。

3，推薦団体の会員募集でも、候補者等を当選させる目

的で各戸を訪問し、記名押印を求めることはいけま

せん。

4，候補者の推薦会を部落で開いた場合、代表者だけが

出席して決めた事項を、出席しなかった各戸に知ら

せることは違反となります。

5，個々面接と戸別訪問はまったく意味が違います。個々
面接とは、路上やパス、電車の中などて・行き合った; 特例納付の受付が始まっています。強制加入対象者の

友人、知人などに投棄を依頼することをいい、違反:皆きんで、保険料の掛け忘れや、未加入のため将来年金

とはなりませんが、投票日当日に行うことは、禁止!が受けられないことのないよう、すぐ国保年金課年金係

されています。 の窓口で手続きをしましょう。

飲食物の提供 : くお閉会せ〉国保年金課年金係(宮@4100内線284有線

年末年始にかけて酒食を出すことが多くなりますが J ②0711) 

提
出
き
れ
た
申
請
書
は
、
農
業
委
員

会
で
審
査
し
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
さ
れ

ま
す
。

小作料の

標準価格を

改正しました

くらしを守るあなたの国民年金

農地の区分 標準小作料

田
l 580kg以上 26，000円

2 550kg以上 23，000 
グ〉
3 520kg以上 20，000 

音E 4 480kg以上 15，000 

畑 上 11，000円

σ〉 中 8，000 

音日 下 6，000 

⑬ 

第 3期分の保険料を納めよう
今月は、保険料を納める拠出年金と福祉年金が給付き

れます。金融機関(銀行・信用組合など)や郵便局で早目

にお受けとりください。また、今年度第3期分(10月一12月)

の保険料の納期です。納め忘れのないよう納入してくだ

さい。

特例納付の手続きはすみましたか
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お知らせ
一
年
末
の
ゴ
ミ
収
集
一

一

m日
働

ω日
出
一

えJ 一第 780号 (肘22凶器号)一一一広報

年
始
は

1
月
4
日
か
ら

毎
年
行

っ
て
い
る
年
末
の
特
別
ゴ
ミ

収
集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
が
、
早
自

に
大
掃
除
を
す
ま
せ
、
で
き
る
だ
け
定

期
収
集
日
の
十
二
月
二
十
八
日
肘
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
十
二
月
二
十
九
日
幽
〉

金
曜
日
の
収
集
地
区
を
行
い
ま
す
。

〈
十
二
月
三
十
日
出
〉

土
曜
日
の
収
集
地
区
を
行
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
午
前
八
時
三
十

分
ま
で
に
、
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

新
年
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
一
月
四
日
同

か
ら
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

:市立神川小学校は、今年創立80周年を
;迎え、その記念事業のーっとして、同

;地区へ農民美術の普及につとめた山本

;鼎さんの徳をしのび校庭に顕彰碑を建

;立しました。

〈
お
問
合
せ
〉

清
掃
事
務
所
(
宮
@
O
六
六
六
有
線

②
八
二
三
七
)

…
し
尿
の
く
み
取
り
一

一
泊
日
働
ま
で
に
…

一
す
ま
せ
よ
う
一

毎
年
、
年
末
は
、
各
家
庭
や
事
業
所

な
ど
の
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
が
集
中
し

処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
遅
く
て
も
十
二
月
二
十
日
附

頃
ま
で
に
く
み
取
り
業
者
へ
申
込
み
、

十
二
月
二
十
九
日
幽
ま
で
に
く
み
取
り

が
終
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
尿
処
理
場
で
も
、
十
二
月
二
十
四

日
の
日
曜
日
は
、
平
常
ど
お
り
業
務
を

行
い
、
し
尿

の
搬
入
処
理
が
ス
ム

ー
ズ

に
行
く
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

一
水
道
は
寒
さ
を
一

一
き
ら
い
ま
す
一

一
保
温
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
一

索
、
ぃ
冬
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
お
宅

の
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

の
凍
結
防
止
は

す
み
ま
し
た
か
:
:
:

次
の
こ
と
を
守
り
、
凍
結
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈
水
道
管
の
保
温
〉

1
、
水
道
管
の
立
ち
上
が
り
箇
所
に
布

き
れ
、
わ
ら
、
ま
た
は
凍
結
防
止
帯

な
ど
を
巻
き
ま
し
ょ
う
。

2
、
毎
晩
、
就
寝
前
に
水
抜
き
せ
ん
(
不

凍
せ
ん
)
を
止
め
、
カ
ラ
ン
(
じ
ゃ

ぐ
ち
)
を
あ
け
て
、
立
ち
上
が
り
管

の
水
を
は
ら
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時

カ
ラ
ン
に
ホ
ー
ス
を
付
け
て
吹
く
と

効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈
メ
ー
タ
ー
の
保
温
〉

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
布
き
れ
、
新
聞
紙
な

ど
を
入
れ
た
物
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
入
れ
、
ボ
ッ
ク
ス
の
上
部
を
ダ

ン
ボ
ー
ル
か
ム
シ
ロ
な
ど
で
覆
い
ま
し

トふ
、「，，。
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
す
る
と
、
取
り
替

え
に
か
か
る
料
金
は
、
使
用
者
負
担
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
凍
結
に
よ
る
故
障

が
多
く
な
る
と
修
理
に
伺
う
に
も
時
聞

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
凍
結
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
も

凍
結
防
止
を

水
洗
ト
イ
レ
の
凍
結
防
止
は
、
気
温

が
零
度
以
下
に
な
る
場
合
、
必
ず
少
量

の
水
を
流
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

各
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
日
中
の
温

度
が
上

っ
た
場
合
は
、
む
だ
な
水
を
使

わ
な
い
よ
う
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

一

税

金

は

一

一
納
期
内
に
納
め
よ
う
…

一
ロ
月
納
税
完
納
強
化
月
間
一

十
二
月
は
、
固
定
資
産
税
第
三
期
と

国
民
健
康
保
険
税
第
七
期
の
納
税
月
で

す
。
ま
た
、
忙
し
さ
に
紛
れ
て
つ
い
う

っ
か
り
忘
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
都
合

で
納
め
て
い
な
い
税
金
を
納
め
て
い
た

だ
く
「
市
税
完
納
強
化
月
間
」
で
す
。

税
金
は
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞

金
や
督
促
手
数
料
な
ど
が
つ
き
よ
け
い

な
出
費
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
に

納
入
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

十
二
月
の
納
入
期
限
は
、
二
十
五
日

間
で
す
。

納
税
に
つ
い
て
、

疑
問
や
事
情
が
あ

り
ま
し
た

ら、

納
入
期
限
前
に
市
役
所

一
階
収
税
課

へ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い

。

(
宮
@
四
一
O
O
内
線
二
四
三

二
四
四
、
有
線
②
O
六
九
二

電
話
の
公
売

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
上

回
電
報
電
話
局
管
内

の
電
話
の
加
入
権

の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

1
十
二
月
十
九
日

ω午

前
九
時
三
十
分
か
ら
、
市
役
所
四
階

第
一
会
議
室
。

方
法
・
台
数

1
競
争
入
札
。
台
数
に
つ

い
て
は
、
当
日
決
定
し
ま
す
。

公
売
予
定
価
格

l
一
台
、
七
万
円
ぐ
ら

い
(
た
だ
し
、
債
券
を
買
う
必
要
は

な
く
、
落
札
後
、
数
日
で
架
設
さ
れ

ま
す
。
)

そ
の
他

l
公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
者

が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く

だ
き
い
。

入
札
に
参
加
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

公
売
広
告
の
場
所

1
市
役
所
、
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
支
所
、
上
国
税
務
署
、

上
小
地
方
事
務
所
な
ど
。

お
閉
会
せ

l
収
税
課
収
税
係

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
四
固
有
線
②
O
六
九

一

)
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か精
入り神
国が得

君主;
霊園読

〈
申
込
先
・
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
福
祉
課
保
護
係

(
宮
@

四
一

O
O
内
線
三
七
三
有
線
②

O
七
九

一

)〈
施
設
の
場
所
・
定
員
〉

小
県
郡
真
田
町
大
字
長
六
、
四
三

0

1
一
。

男
女
各
二
十
名
。

一
人
権
相
談
所
を
一

一
ご
利
用
く
だ
さ
い
一

一
ロ
月
4
日

か

ら

一

】

人

権

擁

護

週

間

一

だ
さ
い

。

〈
対
象
者
〉

1
、
市
内
に
住
ん
で
い
て
、
家
庭
に
い

る
精
神
薄
弱
の
皆
さ
ん
で
入
閣
を
希

望
さ
れ
る
人
。

2
、
市
外
の
遠
い
施
設
へ
入

っ
て
い
る

市
の
補
助
(
一
千
万
円
)
を

受

け

て

精

神

薄

弱

の

人

、

お

よ

び

児

童

福

祉

点
田
町
に
建
設
し
て
い
る
、
精
神
薄
弱
施
設
に
入

っ
て
い
る
十
六
歳
以
上
の

者
更
生
施
設
「
か
り
が
ね
学
園
」
は

精

神

薄

弱

の

皆

さ

ん

で

、

入

国

を

希

来
年
四
月
に
開
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
望
さ
れ
る
人
。

し
た
の
で
、
入
園
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
〈
受
付
期
間
〉

ん

は

、

次

に

よ

り

早

自

に

申

込

ん

で

く

十

二

月
二
十

五

日

出

ま

で

十

二
月
四
日
出
か
ら
十
日
幽
ま
で
は

間

物

1
J
J
」
…

)
な

E

漏

れ

一

お

元

気

で

す

か

一

一

切
ち

ん勤
)
「
|
|
1
1
1
1
1
1
1
L
-

山
運
区

Il
l

i

l

i

-

-

一

知
、
恨

み
の

也

一

っ

て
酎

寒

い
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
亦
ち

ゃ
ん
や
お
年
寄
り
一

の
し

m

つ

川

は

じ

ゆ

っ

ぷ
ん
健
康
に
注
意
し
ま
し
ょ
っ
。

一

人
m

m

F

特
に
高
年
齢
者
は
若
い
者
と
比
較
し
て
健
康
と
病
気
の
区
…

老
E

2
汁
別
が
自
覚
的
に
も
他
党
的
に
も

つ
き
に

く
い
特
長
が
あ
り
ま
…

;

一

す
。

こ
れ
は
生
理
的
に
環
境

へ
の
順
応
が
低
下
す
る
か
ら
で
…

す
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
差
は
高
年
齢
層
に
な
る
と
大
き
い
と
一

言
わ
れ
て
ま
す
。

一

風
邪
か
ら
肺
炎
な
ど
合
併
症
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
一

高
血
圧
か
ら
脳
卒
中
金
お
こ

さ
な
い
よ
う
日
頃
か

ら
自
分

の
一

血
圧
値
を
知

っ
て
予
防
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い

。

…

え'】一 (7)ー一一一昭和53年12月1日 広報

珍

-
p

l

老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

ww 

-
上
田
市
公
民
館
:
:
:
「
上
回
盆
地
の
民
話
」
講
座

-
塩
田
公
民
館
:
・
:
:
:
各
ク
ラ
ブ
ご
と
乏
人
大
学
、
実
技

・
川
西
公
民
館
:
:
:
:
十
二
月
三
白
川
版
画
講
習
会

寿
ス
ポ

ー
ツ
大
会

上
田
保
健
所
長

真

山

喜

登

子

(
推
進
協
議
会
委
員
)

「
人
権
擁
護
週
間
」
で
す
。

次
に
よ
り
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

ぉ
E
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
明

る
い
市
民
生
活
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

〈
と
き
・
と
こ
ろ
〉

V
十
二
月

一
日
幽
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
、
塩
田
公
民
館
、
川
西
社
会

福
祉
セ

ン
タ
ー
。

V
十
二
月
四
日
出
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
。

〈
お
問
合
せ
〉

生
活
交
通
謀
生
活
係

(
宮
@
四

一
O

O
内
線
二
七
七
)

20杢

E表
では

出
そ
っ

市
内
〕

県
内
十
に
区
分
け
を
し
て

県
外
」

年
賀
状
は
、
十
二
月
十
五
日
幽
か
ら

受
付
を
始
め
ま
す
。
二
十
日
制
ま
で
に

出
さ
な
い
と
、
元
旦

の
配
達
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
早
目

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
を
お
出
し
に
な
る
と
き
は
、

「郵
便
番
号
三
八
六
あ
て」

「
県
内
あ

て
」
「
県
外
あ
て」

に
分
け
、
簡
単
な

紙
札
を
つ

け
て
束
ね
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。

(
上
回
郵
便
局
)

一
職
業
訓
練
指
導
員
の
一

一

資

格

を

と

ろ

う

一

一
受
講
生
を
募
集
一

資

格

l
同
一
職
種
で
十
五
年
以
上
の

実
務
経
験
が
あ
る
人
。

定

員

l
四
十
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
)

受
講
期
間

l
来
年
一
月
二
十
九
日
聞
か

ら
二
月
三
日
出
ま
で
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
。

申
込
先
・
お
閉
会
せ

1
来
年
一
月
十
日

側
ま
で
に
、
上
小
高
等
職
業
訓
練
校

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
天
神
二

|
四

l
五
五
官
@
二
六
六
六
)

灯油プロパン情報協力唐販売価格(12月 5日以降)

日'"ロ 名 単 位 安値 高 値

居頭 540 円円 630同
灯 (580fIJ ) (630円)

18 ~ 
594円 650 円同配達 (594円 ) (660fIJ ) 

t由
200 ~ 配達

6.000円 6，600 円円
(6，000円 )(6，700fIJ) 

プロパン 5 πl' 
1，475円 1，630 円円
(1，500円) (1， 630fIJ) 

{)I付(112)J4 IIまてrの肱ッ日凶作?て♂す。
見k允1曲特別ニ'UJJカ・あ った場イ行止、Iよ報 うえたてj;拘lらせします.



人
聞
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
人
聞
は
尊
し
よ
う
か
。
お
金
が

あ
る
か
ら
で
し
ょ
が
ら
、
誠
実
に
生
き
て
い
な
が
ら
、
同
い
し
、
今
は
差
別
な
ん
か
る
い
で
は
な

敬
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
人
権
は
う
か
。
新
築
し
た
家
だ
か
ら
で
し
ょ
う
和
地
区
出
身
と
い
わ
れ
る
が
故
に
、
そ
い
か
J

と
言
わ
れ
ま
す
。

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

か
。
そ
れ
と
も
家
柄
で
し
ょ
う
か
。
の
人
間
性
を
無
視
さ
れ
た
り
、
そ
の
人
し
か
し
、
い
ざ
若
い
人
た
ち
の
、
何

私
た
ち
の
近
辺
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
み
な
さ
ん
は
、
き
っ
と
「
パ
カ
な
」
権
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
何
び
と
と
和
地
区
の
人
と
の
結
婚
と
い
う
こ
と
に

社
会
悪
、
矛
盾
、
不
公
正
が
存
在
し
て
と
お

っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ぃ
、
え
ど
も
、
そ
の
屈
辱
に
耐
、
え
る
こ
と
な
る
と
、
反
対
す
る
人
が
多
い
と
こ
ろ

い

ま

す

。

民

主

主

義

社

会

は

そ

れ

ら

そ

う

で

す

。

人

間

と

し

て

の

価

値

は

は

で

き

な

い

で

し

ょ

う

。

に

重

大

な

差

別

と

人

権

の

侵

害

が

あ

る

の
存
在
を
放
っ
て
お
い
て
は
い
け
な
い
そ
の
人
の
生
き
方
、
誠
実
な
人
間
性
と
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
、
は
ん
と
に
の
で
す
。

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
隣
人
そ
の
人
の
仕
事
へ
の
情
熱
、
能
力
に
よ
長
い
問
、
そ
し
て
、
民
主
主
義
社
会
と
若
い
一
人
の
女
性
は
、
「
い
い
人
な

と
の
人
間
関
係
の
確
立
こ
そ
民
主
的
な
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
い
わ
れ
る
現
在
に
お
い
て
も
、
侵
さ
れ
ら
結
婚
し
ま
す
。
し
か
し
親
が
反
対
す

社
会
づ
く
り
の
前
提
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

か
。
学
歴
と

か
、
お
金
と
か
で
人
を
み

て
は
な
ら
な
い
だ
い
じ
な
人
権
を
侵
き
れ
ば
、
考
え
て
し
ま
い
ま
す
J

と
、
答

み
な
さ
ん
は
、
み
な
さ
ん
の
知
人
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

れ

て

い

る

の

で

す

。

え

て

い

ま

す

。

友
人
、
近
所
の
人
、
同
じ
職
場
の
人
と
職
業
や
、
む
か
し
の
家
柄
な
ど
に
よ
っ
昨
年
度
、
上
田
市
内
で
、
自
治
会
ご
表
面
上
、
人
な
み
の
お
つ
き
あ
い
を

ど
う
お
つ
き
合
い
を
さ
れ
て
い
る
で
し
て
、
人
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
最
も
つ
と
に
行
っ
た
同
和
問
題
懇
談
会
や
一
般
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
差
別
は
少

ょ

う

か

。

つ

し

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

ま

市

民

の

多

く

の

人

た

ち

の

声

は

、

「

わ

し

も

な

く

な

っ

て

い

な

い

の

で

す

。
ゅ

そ
の
人

の
社
会
的
地
位
で
し
ょ
う

か

。

す

。

た

し

た

ち

は

人

な

み

に

お

つ

き

あ

い

が

め

ら

れ

た

偏

見

に

根

ざ

し

た

差

別

は

そ
の
人
の
職
業
で
し
ょ
う
か
。
学
歴
で
し
か
し
、
け
ん
め
い
に
生
き
て
い
な
を
し
て
い
る
か
ら
、
差
別
も
し
て
い
な
広
く
人
の
心
に
潜
在
し
て
い
る
の
で
す
。
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